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(54)【発明の名称】 超音波外科用ツール

(57)【要約】
【課題】
【解決手段】ツールは、超音波振動発生器（１２，１４
）と、これに対して動作可能なように一端で接続された
導波管（１３）とを有する。導波管（１３）の先端部に
は、切断並びに／もしくは凝固手段（１７，２２）が設
けられている。囲い手段（１５）が、導波管（１３）を
囲んで隔離するように適合されている。駆動ロッド手段
（１６）が、囲い手段（１５）を囲んでいるか、囲い手
段に囲まれている。囲い手段と駆動ロッドとは、これら
の基端部で、発生器に取り外し可能なように接続されて
いる。
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【特許請求の範囲】

    【請求項１】  超音波振動を発生させるための手段と、この発生手段に動作

可能なように基端部で接続され、切断並びに／もしくは凝固手段が設けられた先

端部まで延びている導波管とを具備しており、複数の囲い手段が、前記導波管を

囲んでこれを隔離するように適合され、また、駆動ロッド手段が、この囲い手段

と同軸的に設けられ、これら囲い手段と駆動ロッド手段とは、これらの基端部で

前記発生手段に取り外し可能なように接続され得る、外科用ツール。

    【請求項２】  前記切断並びに／もしくは凝固手段は、ハーモスタチック切

断手段を備えた、請求項１の外科用ツール。

    【請求項３】  前記切断並びに／もしくは凝固手段は、超音波の振動が可能

な部材を有し、この部材は、超音波振動から概して隔離された前記囲い手段に設

けられている静止非振動部材と結合された導波管に接続されている、請求項１も

しくは２の外科用ツール。

    【請求項４】  前記駆動ロッド手段は、これの先端部で、前記静止部材に接

続されており、この静止部材に対して、振動可能な部材と係合及び解放されるよ

うに、ピボット運動を生じさせる、請求項３の外科用ツール。

    【請求項５】  前記駆動ロッド手段は、これの先端部で、手動で作動可能な

手段、任意の、ラック・ピニオンによって駆動ロッド手段に接続されたはさみ形

状のグリップに、取り外し可能なように接続されている、請求項１乃至４のいず

れか１の外科用ツール。

    【請求項６】  前記駆動ロッド手段は、導波管を囲んだ管状部材を有する、

請求項１乃至５のいずれか１の外科用ツール。

    【請求項７】  前記囲い手段は、駆動ロッド手段を囲んだ管状部材を有する

、請求項１乃至６のいずれか１の外科用ツール。

    【請求項８】  前記管状の駆動ロッド部材は、多角形の断面を有し、ほぼ円

筒形の囲い手段管状部材の内面に、これの多角形の頂点でのみ接するように適合

されている、請求項６もしくは、請求項６に従属している場合の請求項７の外科

用ツール。

    【請求項９】  前記囲い手段は、導波管を囲んだ管状部材を有する、請求項
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１乃至５のいずれか１の外科用ツール。

    【請求項１０】  前記駆動ロッド手段は、囲い手段を囲んだ管状部材を有す

る、請求項９の外科用ツール。

    【請求項１１】  前記管状囲い手段部材は、多角形の断面を有し、ほぼ円筒

形の駆動ロッド部材の内面に、この多角形の頂点でのみ接するように適合されて

いる、請求項１０の外科用ツール。

    【請求項１２】  前記囲い手段と駆動ロッド手段とは、接続手段によって、

発生手段に、取り外し可能なように共に接続されている、請求項１乃至１１のい

ずれか１の外科用ツール。

    【請求項１３】  前記接続手段は、分離を可能にするように、係合を解かれ

て弾性的に変形可能な突出した止め部とナットとを有する、請求項１２の外科用

ツール。

    【請求項１４】  前記発生手段は、変換ホーンと、このホーンに実質的に接

線に沿って設けられた、少なくとも１つの軸方向モードの駆動体とを有し、かく

して、ねじりモード振動が発生される、請求項１乃至１３のいずれか１の外科用

ツール。

    【請求項１５】  超音波振動を発生させる手段に対して動作可能なように基

端部で接続された導波管を有する外科用ツールに対して、取り外し可能に接続さ

れた駆動ロッド手段を有する、囲い手段。
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【発明の詳細な説明】

      【０００１】

    【発明の属する技術分野】

  本発明は、超音波外科用ツール、特に、これだけでなく、腹腔鏡切断／凝固シ

ステムで使用するための、肉もしくは欠陥のような柔らかいものを切断するため

に適合されたツールに関する。

      【０００２】

    【従来の技術】

  このようなツールは、同時係続出願中の国際出願ＰＣＴ／ＧＢ９９／００１６

２号によって公知である。この出願は、ねじりモードの超音波振動を利用するよ

うに適合された装置について説明している。この装置は、本発明にとって好まし

い。しかしながら、本発明は、ねじりモード振動に限定されない。  

  上述された応用例は、超音波振動が、細長い導波管に沿って切断並びに／もし

くは凝固手段を備えた先端部に伝えられる装置を、説明している。囲い手段は、

導波管を囲んでおり、これの振動から隔離されている。切断並びに／もしくは凝

固手段は、囲い手段に接続された静止した非振動部材と結合された導波管に更に

接続された、ねじり振動可能な部材を、有する。静止部材は、囲い手段の一部と

してもしくはこれの中で同軸的に延びた駆動ロッドによって、振動可能な部材と

係合及びこれから開放され得る。駆動ロッドは、これの基端部で、はさみ形状も

しくは他のタイプの作動機構に接続されている。

      【０００３】

    【発明が解決しようとする課題】

  このシステムの１つの欠点は、この装置が、これの先端部に、囲い手段によっ

て同軸的に囲まれた駆動ロッドによって更に同軸的に囲まれた導波管を備えてい

る点である。患者に手術を行う際、正圧での体液が、これら同軸の空間へ流れ込

み得る。体の固形物の一部も同様である。装置をきれいにするのは大変難しい。

囲い手段及び駆動ロッドが取り外し及び分解可能である場合、これらの新しい組

合せに取り替えることができると、効果的であろう。  

  本発明の目的は、装置から容易かつ即座に取り外しでき、代わりの囲い手段に
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容易かつ即座に交換される使い捨て囲い手段システムが設けられた、超音波外科

用ツールを提供することである。

      【０００４】

    【課題を解決するための手段】

  本発明の第１の実施形態に係われば、超音波振動を発生させる手段と、この発

生手段に動作可能なように基端部で接続され、切断並びに／もしくは凝固手段が

設けられた先端部まで延びている導波管と、導波管を囲んで隔離するように適合

された囲い手段と、この囲い手段と同軸の駆動ロッド手段とを具備し、これら囲

い手段と駆動ロッド手段とは、これらの基端部で、発生手段に取り外し可能なよ

うに接続されている、外科用ツールが提供される。

      【０００５】

  好ましくは、発生手段は、変換ホーンと、これに対して実質的に接線に沿って

設けられた、少なくとも１つの軸方向モードの駆動体とを有し、かくして、ねじ

りモード振動が発生される。  

  切断並びに／もしくは凝固手段は、超音波振動から隔離された囲い手段に設け

られている静止した非振動部材に結合された導波管に更に接続された、ねじり振

動可能な部材を有し得る。  

  駆動ロッド手段は、これの先端部で静止部材に接続されることができ、この静

止部材に対して、振動可能な部材と係合及び解放されるように、ピボット運動を

生じる。

      【０００６】

  駆動ロッド手段は、これの基端部で、手動で作動可能な手段、任意の、ラック

・ピニオンによって駆動ロッド手段に接続されたはさみ形状のグリップに、取り

外し可能なように接続され得る。  

  駆動ロッド手段は、好ましくは、導波管を囲んだ管状部材を有する。  

  また、囲い手段は、管状部材を有し得る。この場合、複数の管状部材のうち一

方は、多角形の断面を有することができ、他方の管状部材のほぼ円筒形状の内面

と、この多角形の頂点でのみ接するように適合され得る。

      【０００７】
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  囲い手段と駆動ロッド手段とは、接続手段によって、発生手段に、取り外し可

能なように接続され得る。  

  この接続手段は、ナットであるか、もしくは、分離を可能にするために、係合

を解かれて弾性的に変形され得る、突出した止め部を有していても良い。  

  本発明の第２の態様に係われば、超音波振動を発生させる手段に動作可能なよ

うに基端部で接続された導波管を有する外科用ツールに対して、取り外し可能な

ように接続される駆動ロッド手段を有する囲い手段が、提供される。

      【０００８】

    【発明の実施の形態】

  本発明の実施形態は、添付図面を参照し、例を挙げて、詳しく説明される。  

  図面を参照すると、超音波外科用ツールは、右ハンドルボウ６並びに左ハンド

ルボウ７に夫々取り付けられた右接続ロッド２並びに左接続ロッド３と、シャー

シ１とを有するハンドル部を、具備している。これらボウの構成は、重要ではな

く、出願人による先願のＵＫ特許出願９９０６７０１．９号に示されたような他

の構成例も有効である。ボウ６，７は、ピボットピン８，９と、接続ロッド駆動

ピン１０，１１によって、シャーシ１に接続されている。

      【０００９】

  超音波セラミック圧電変換器１４が、ねじりモードの超音波振動の発生器を形

成するように、変換ホーン１２に対して正接的に取着されている。この振動は、

先端部に切断並びに／もしくは凝固手段２２の振動可能な部分を備えた導波管１

３に、伝導される。発生器１２，１４は、シャーシ１に設けられている。  

  駆動ロッドとして機能する外囲い体１６が、内囲い体１５を囲むように適合さ

れている。これら囲い体は、組み合わされた囲い体の基端部でＰＴＦＥブシュ１

８によって、先端部でＰＴＦＥブシュ１９によって、導波管１３から隔離されて

いる。両囲い体は、ステンレススチール製の薄い壁の管であるのが好ましいが、

他の材料も使用され得る。囲い体１５、１６は、シャーシ１に取り付けられたク

イック解放機構４に接続され得る囲い体の内側管部材１５によって、シャーシ１

に接続されている。内囲い体１５の可とう性を有する突出した舌状部２１が外側

にばね力により付勢されるようになっている。このため、管が、クイック解放機
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構４中に挿入されると、このばね力は、内囲い体１５を所定位置にロックされた

状態で維持する。部材４上のボタン２０が押されると、舌状部２１は、係合を解

かれて、内囲い体１５を、解放部材４から取り外し可能にする。偶発的な解放を

防ぐために、ナット５が、外囲い体１６と内囲い体１５とをクイック開放部材４

に係合した状態に保持するように、内囲い体１６の周囲と係合している。

      【００１０】

  ヒンジ付けされたジョー１７が、内囲い体１５によって支持され、外囲い体１

６の運動によって駆動されるか、あるいは、外囲い体１６によって支持され、内

囲い体１５の運動によって駆動されるように、取り付けられている。  

  使用中に、導波管１３と内囲い体１５と外囲い体１６間の同軸の空間が、体液

もしくは固形物（body solids）によって塞がれてしまったときは、内囲い体１

５と外囲い体１６とジョー１７とのアッセンブリーは、ナット５を外してボタン

２０を押すことによって、ハンドル部及び発生器から取り外され得る。これらは

、分解され得る。

【図面の簡単な説明】

  【図１】

  図１は、本発明を具体化するツールの分解図を示す。
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【図１】



(9) 特表２００３－５０９１５１

【手続補正書】

【提出日】平成１４年５月２９日（２００２．５．２９）

【手続補正１】

【補正対象書類名】明細書

【補正対象項目名】特許請求の範囲

【補正方法】変更

【補正の内容】

      【特許請求の範囲】

    【請求項１】  超音波振動を発生させるための発生手段と、この発生手段に

動作可能なように基端部で接続され、切断並びに／もしくは凝固手段が設けられ

た先端部まで延びている導波管と、この導波管を囲んでこれを隔離するように適

合された囲い手段と、この囲い手段と同軸的に設けられた駆動ロッド手段と、こ

の駆動ロッド手段を制御する手動で作動可能な手段とを具備し、前記囲い手段と

駆動ロッド手段とは、これらの基端部で前記発生手段と前記手動で作動可能な手

段とに取り外し可能なように接続され得る、外科用ツール。

    【請求項２】  前記囲い手段と駆動ロッド手段とは、接続手段によって、前

記発生手段と手動で作動可能な手段とに、取り外し可能なように共に接続されて

いる、請求項１の外科用ツール。

    【請求項３】  前記接続手段は、分離を可能にするように、係合を解かれて

弾性的に変形可能な突出した止め部とナットとを有する、請求項２の外科用ツー

ル。

    【請求項４】  前記手動で動作可能な手段は、１対のはさみ形状のグリップ

と、ラック・ピニオン手段とを有し、前記駆動ロッド手段に取り外し可能に接続

されている、請求項１乃至３のいずれか１の外科用ツール。

    【請求項５】  前記切断並びに／もしくは凝固手段は、ハーモスタチック切

断手段を備えている、請求項１ないし４のいずれか１の外科用ツール。

    【請求項６】  前記切断並びに／もしくは凝固手段は、超音波の振動が可能

な部材を有し、この部材は、超音波振動から隔離されるように前記囲い手段に設

けられている静止非振動部材と結合された導波管に接続されており、また、前記
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駆動ロッド手段は、この静止部材に対して振動可能な部材と係合及び解放される

ようにピボット運動を生じさせるように、先端部で、前記静止非振動部材に接続

されている、請求項１ないし５のいずれか１の外科用ツール。

    【請求項７】  前記駆動ロッド手段は、前記導波管を囲んだ管状部材を有す

る、請求項１ないし６のいずれか１の外科用ツール。

    【請求項８】  前記囲い手段は、前記駆動ロッド手段を囲んだ管状部材を有

する、請求項７の外科用ツール。

    【請求項９】  前記駆動ロッド手段の管状部材は、多角形の断面を有し、ほ

ぼ円筒形の、囲い手段の前記管状部材の内面に、この多角形の頂点でのみ接する

ように適合されている、請求項８の外科用ツール。

    【請求項１０】  前記囲い手段は、前記導波管を囲んだ管状部材を有する、

請求項１ないし６のいずれか１の外科用ツール。

    【請求項１１】  前記駆動ロッド手段は、前記囲い手段を囲んだ管状部材を

有する、請求項１０の外科用ツール。

    【請求項１２】  前記囲い手段の管状部材は、多角形の断面を有し、ほぼ円

筒形の、駆動ロッド手段の前記管状部材の内面に、この多角形の頂点でのみ接す

るように適合されている、請求項１１の外科用ツール。

    【請求項１３】  前記発生手段は、変換ホーンと、このホーンに実質的に接

線に沿って設けられた、少なくとも１つの軸方向モードの駆動体とを有し、かく

して、ねじりモード振動が発生される、請求項１乃至１２のいずれか１の外科用

ツール。

    【請求項１４】  駆動ロッド手段を具備し、この駆動ロッド手段は、超音波

振動を発生させる手段と、駆動ロッド手段を制御するように適合された手動で動

作可能な手段とに、動作可能なように基端部で接続された導波管を有する外科用

ツールに対して、取り外し可能に接続されている、囲い手段。

【手続補正２】

【補正対象書類名】明細書

【補正対象項目名】０００４

【補正方法】変更
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【補正の内容】

    【０００４】

  本発明の一態様に係われば、超音波振動を発生させるための発生手段と、この

発生手段に動作可能なように基端部で接続され、切断並びに／もしくは凝固手段

が設けられた先端部まで延びている導波管と、この導波管を囲んでこれを隔離す

るように適合された囲い手段と、この囲い手段と同軸的に設けられた駆動ロッド

手段と、この駆動ロッド手段を制御する手動で作動可能な手段とを具備し、前記

囲い手段と駆動ロッド手段とは、これらの基端部で前記発生手段と前記手動で作

動可能な手段とに取り外し可能なように接続され得る、外科用ツールが提供され

る。
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【国際調査報告】
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